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食物アレルギーと併存する喘息・

アトピー性皮膚炎1）は、事前に十分な

管理を行いましょう。

また、原因食物を摂取しただけでは

アレルギー症状があらわれなくても、

摂取後２時間以内の運動によってアナ

フィラキシーが起こることがあります。

その他にも疲労や寝不足、風邪、入浴、

飲酒などでも起こることがある2）ので

ゆとりのあるスケジュールで行動しま

しょう。
＊1  アナフィラキシー…短時間に全身にあらわれる
激しい急性のアレルギー反応

1）日本アレルギー学会. アナフィラキシーガイドライン
2022. P16. 2022

2）日本小児アレルギー学会. 食物アレルギー診療ガイドライン
2021. P194-195. 2021

日頃は食品表示をもとに問題なく対応できていても、言葉

の壁がある外国では厳密な確認が難しい場面が考えられます。

また日本と韓国とでは食品表示ルールが異なる点でも、注意

が必要です。

食べたい物や行きたい飲食店がある場合には、あらかじめ

原材料の確認やアレルギー対策を問い合わせましょう。

事前の確認をして
食事を楽しもう
事前の確認をして
食事を楽しもう

「万が一」の備えとして、主治医からアドレナリン自己注射薬や

抗ヒスタミン薬、気管支拡張薬、ステロイド薬などを処方されて

いる場合は、渡航先では常に携帯しましょう。

また、いざというときに医療者や救急隊に見せられるよう、

氏名や既往症、アレルギーの内容、治療薬、現地・国内連絡先など

を記載した「緊急連絡カード」を用意し、旅行中は常に

携帯してすぐに出せるようにしておきましょう。現地

で使える携帯電話も準備し、常に携帯しましょう。

備えあれば憂いなし！
いざというときのために
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食物アレルギー
のある方が

5
海外旅行で

※1 参考：消費者庁「Korean（韓国語）
（スマートフォン向け）食物アレルギー
コミュニケーションシート」
（2024年4月25日確認）
（シート内の品目は、日本の食品
表示法で表示が義務付け・推奨
されている品目です）

※2 事前に渡航先への持ち込みの可否をご確認ください

アレルゲン（アレルギーが起こる原因物質）を含む食品表示を義務付ける法律は多くの国に導入されていますが、アレルゲン
表示に関するルールは各国で異なります。食物アレルギーに対する社会事情や緊急医療体制を含めた医療事情をしっかり
確認しましょう。3） 3）日本小児アレルギー学会. 食物アレルギー診療ガイドライン2021. P248,261. 2021

参考サイト参考サイト
在大韓民国日本国大使館
「令和6年度版 『安全マニュアル』」
（2024年4月25日確認）

※3 参考：ふじみの国際交流センター「外国人緊急カード」（2024年4月25日確認）
（日本滞在中の外国人を対象としたカードですが、海外旅行時にも活用できる内容です）

※
2

※
1

※3

＊1

問い合わせ先
広告内容は、日本小児アレルギー学会『食物アレルギー
診療ガイドライン2021』を参考に作成しています。
この広告がすべての注意事項をカバーしているわけでは
ありません。主治医と相談の上、ご自身に必要な準備を
十分にした上で旅行を楽しみましょう。

食物アレルギーのある人が海外を旅行
する際はしっかりとした準備が必要です。
旅行を存分に楽しめるよう、事前に主治医
やアレルギー専門医のいる医療機関を
受診し、相談しましょう。

食物アレルギーと
アナフィラキシーに
ついて相談できる
医療施設はこちら
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